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議

録

租
枕
貢
携
の
地
方
比
較
と
人
口
酬
明
法

租
税
官
一
擦
の
地
方
比
較
さ

人
口
割
法

中

川

奥

之

助

ー

租
税
負
携
の
地
方
比
較
は
財
政
の
研
究
に
は
極
め
て
必
要
で

あ
る
が
遁
嘗
な
る
方
法
や
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
旭
日
蓮

に
よ
く
行
は
れ
る
の
は
人
口
割
印
ち
人
口
一
人
営
額
若
く
は

戸
営
額
を
計
算
し
て
比
較
す
る
ニ
と
で
あ
る
・
我
が
闘
に
於
て

も
大
蔵
省
主
税
局
刊
行
の
「
主
税
局
統
計
年
報
害
」
に
「
粗
斡
負

指
表
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
道
府
鯨
別
内
岡
積
一
戸
営
・
一
人

第
三
十
巻

九
七

第
大
崎
翫
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強

租
税
賞
婚
の
一
地
方
比
較
と
人
口
割
法

錐

営
同
府
間
棉
税
一
戸
営
・
一
人
常
・
同
市
町
村
税
一
戸
営
・
一
人
営
・

右
合
計
の
一
戸
常
・
一
入
賞
及
び
特
に
直
接
税
に
就
て
直
接
園

税
一
戸
賞
・
一
入
賞
府
懸
税
一
戸
蛍
・
一
人
営
市
町
村
枕
一
戸
賞

一
入
賞
・
右
合
計
一
戸
蛍
・
一
入
賞
及
び
直
接
同
校
附
加
税
の

戸
賞
・
一
入
賞
を
各
府
勝
別
に
計
上
し
て
ゐ
ゐ
し
、
内
務
省
地
方

局
刊
行
の
「
地
方
財
政
概
要
」
に
は
道
府
間
綿
別
地
方
税
及
び
府
間
柄

枕
の
一
人
常
@
各
市
別
市
役
司
人
常
。
地
方
別
町
村
税
一
人
賞
並

ぴ
に
水
利
組
合
戸
数
一
に
謝
す
る
賦
課
額
及
び
水
害
議
防
組
合

戸
数
一
に
謝
す
る
紙
謀
額
が
各
府
鯨
別
に
計
算
さ
れ
て
あ
る
。

併
し
こ
の
一
人
営
若
く
は
一
戸
賞
が
果
し
て
如
何
な
る
程
度
に

於
て
正
確
な
る
負
櫓
測
定
の
標
準
と
な
り
う
る
か
に
就
て
は
統

計
そ
利
用
す
る
も
の
に
と
り
て
強
め
吟
味
し
て
置
く
必
要
が
あ

る
。
偶
々
U
F
開
・
盟
主
一
号
と
}
)
円
・
同
・
富
民
耳
目
円
と
は
濁
逸
の
替

業
殺
を
中
心
と
し
て
、
】
の
人
口
割
法

の
安
嘗
性
争
検
討
し
て
ゐ
る
。
以
下
雨
博
士
の
所
誌
を
窺
ふ
こ

(
問
。
司
E
Z
C門

2
5百円
F
O
P
-
o
)

と
冶
す
る
。ーー

第
三
十
巻

::Jr. 
七

第
六
時
制

租
税
負
擢
の
地
方
比
較
一
日

=
E
Z
E
E
-
2
2
q
z
-
d
z
w
r
)
を

な
す
に
は
各
地
方
租
税
給
付
棉
額
の
統
討
を
要
す
る
。
併
し
そ

の
絶
針
教
だ
け
で
は
営
該
地
方
に
針
す
る
租
税
要
求
す
5
5
L
F

町

宮

出

g
g℃
E
n
r
g問
)
を
一
示
す
行
け
で
あ
っ
て
経
消
的
負
携

(ヨユ∞円一
5
国一一三百回。一
E
E口問)

や
一
不
す
も
の
で
な
い
。
問
題
は

租
税
額
の
多
少
で
な
く
し
て
そ
の
負
婚
の
軽
重
で
あ
る
。
そ
こ

で
右
の
絶
針
教
や
何
ら
か
の
況
指
に
服
し
て
比
例
放
に
換
算
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
揚
合
何
を
公
分
母

(
C
2
0
2
7
2
5『)

に
選
ぶ
ペ
き
か
は
財
政
統
計
上
の
一
の
困
難
な
る
問
題
で
あ
る

所
謂
人
口
剣
法
は
人
口
数
を
公
分
母
と
し
に
も
の
で
あ
る
。
所

が
そ
の
揚
合
果
し
て
人
口
数
は
公
分
母
た
る
の
趨
格
を
具
へ
て

ゐ
る
か
否
か
、
有
く
も
人
口
教
が
公
分
母
た
る
が
矯
に
は
租
税

収
入
主
人
口
数
と
の
間
に
あ
る
何
等
か
の
比
例
闘
係
が
な
け
ね

ば
な
ら
ぬ
。
差
し
そ
の
聞
に
か
、
る
閥
係
の
存
せ
ぬ
揚
合
に
は

換
算
さ
れ
仁
る
数
字
に
は
同
質
性
を
欠
き
従
っ
て
人
口
数
は
統

一
的
な
比
較
基
礎
と
な
り
え
な
い
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
次
に
租

税
牧
入
と
人
口
数
と
の
聞
に
比
例
関
係
あ
り
や
否
や
、
特
に
此
商

業
役
に
就
て
そ
の
関
係
は
如
何
、
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一-一

雨
博
士
は
営
業
税
牧
入
と
人
口
敏
と
の
聞
の
関
係
ぞ
み
ん
が

潟
に
吠
の
如
き
即
ち
管
業
税
牧
入
の
高
さ
の
標
準
と
な
る
も
の

は
一
般
に
は
総
て
の
地
方
に
於
て
管
業
範
圏
(
図
。
丘
σ宮
ロ
ヨ
伊
ロ
ー

同
ず
で
あ
る
、
若
し
替
業
税
牧
入
と
人
口
と
の
間
に
比
例
閥
係
あ

-
り
と
せ
ば
替
業
範
聞
と
人
口
数
と
の
聞
に
も
亦
比
例
閥
係
な
か

ゐ
べ
か
ら
?
と
い
ふ
命
題
の
下
に
調
査
を
準
め
化
。
繰
っ
て
管

業
範
園
を
決
定
す
る
も
の
は
管
業
資
本
(
経
管
費
ホ

t
設
備
費

の
線
計
)
と
営
業
牧
盆
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
雨
博
士
は
一
九
二

五
年
の
溺
逸
の
大
地
方
に
於
け
る
資
料
に
基
い
て
営
業
資
本
及

ぴ
牧
釜
の
一
人
営
り
額
。
ぜ
算
出
し
仁
。
弐
の
表
は
そ
れ
で
あ

る
。
(
地
代
馬
)
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八
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一
四
入
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二

O

三
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五
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一
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2

二
一
、
問
。

一
七
回
、
=
一

O

お
に
擦
れ
ば
一
入
賞
替
業
資
本
額
及
び
牧
袋
額
は
各
地
方
に
よ

四
一
一
、
四

O

六
三
五
、

0
0

二
ハ
一
七
、
二

O

O じ
三:九
七八、、
七八
o 0 

り
て
異
る
。
即
ち
営
業
範
固
と
人
口
敏
と
の
間
に
比
例
関
係
が

み
つ
け
ら
れ
ぬ
。
虹
叫
に
替
業
範
固
と
人
口
数
と
の
間
に
比
例
開

係
の
存
せ
ぬ
以
上
、
先
の
命
題
に
湖
り
て
替
業
税
牧
入
と
人
口

数
と
の
間
に
も
亦
比
例
開
係
な
し
と
断
せ
ざ
る
を
え
ぬ
。
従
つ

て
人
口
敏
は
租
税
牧
入
総
額
ぞ
相
劉
敢
に
換
算
す
る
矯
の
公
分

母
た
る
資
格
を
完
全
に
も
っ
と
は
い
ふ
や
え
な
い
の
で
あ
る
。
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三
十
巻

九
七
=
一

第
六
時
抗



雑

鎌

税
務
責
措
白
地
方
比
較
と
人
口
割
法

回

租
税
負
携
を
比
較
す
る
揚
合
に
人
口
教
を
除
教
と
す
る
比
例

教
の
精
確
な
る
も
の
に
非
ゐ
は
右
の
如
く
な
る
が
、
雨
博
士
は

2F夏
三.に
邑回C
E 花I
;. I'J"J 
旨 λ』
ト?口

司司j
0' 。
;>;'" 宇ヰ
f空 局・.

言号
。守山

)ヒ~I
ども
ぐ

0' 
P;-' 

" ロ
ロ
Q"q 

と
経
済
的
人
口

と
を
区
別
し
て
更
に
所
謂
人

日
割
方
法
の
欠
陥
や
指
摘
し
て
ゐ
る
。
印
ち
日
く
、
租
税
負
踏

の
比
較
を
な
す
に
蛍
り
普
通
に
用
ゐ
ら
る
〉
も
の
は
政
治
的
地

域
の
人
口
町
ち
政
治
的
人
口
数
で
あ
る
。
然
る
に
一
定
の
政
治

的
地
域
に
住
む
人
口
の
線
て
が
管
業
に
従
事
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
且
叉
、
甲
の
政
治
的
地
域
に
属
す
る
人
々
が
乙
の
政
治
的

地
域
に
於
て
営
業
に
従
事
す
る
揚
合
も
決
し
て
少
し
と
せ
ぬ
。

印
ち
一
定
の
地
域
の
政
治
的
人
口
と
経
済
的
人
口
と
は
そ
の
構

成
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
租
税
負
揺
の
比
較
を
な
す
に
は
政

治
的
人
口
よ
り
も
寧
ろ
経
済
的
人
口
ぞ
濯
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

茸
し
管
業
税
の
如
き
場
合
之
を
負
携
す
る
も
の
は
原
則
と
し
て

は
そ
の
管
業
人
口
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
各
政
治
的
地

域
に
於
け
る
経
済
的
人
口
の
調
査
は
容
易
で
な
い
。
縫
っ
て
使

第
三
十
巻

九
七
四

第
六
時
硫

四

法
と
し
て
政
治
的
人
口
や
採
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
離
に
於
て

も
人
口
割
は
欠
陥
を
売
れ
ぬ
。

五

夏
日
い
一
歩
を
遁
め
て
慣
れ
J

に
人
口
割
比
率
は
疋
し
と
し
て
も

そ
れ
を
以
て
直
ち
に
営
該
地
域
の
経
済
的
負
擦
を
断
じ
難
い
。

荒
し
経
神
的
負
捻
は
個
人
の
揚
合
に
於
て
は
一
定
の
物
的
給
付

に
伴
ふ
心
的
苦
痛
の
程
度
ぞ
示
す
も
の
な
る
如
く
、
一
定
の
租

税
額
の
あ
る
地
方
に
叫
劃
す
る
犠
牲
若
く
は
苦
痛
の
程
度
は
詰
該

地
方
の
内
在
的
諸
事
情
例
へ
ば
そ
の
地
方
の
経
済
的
枇
舎
的
構

治
・
年
齢
構
成
・
職
業
欣
態
・
自
然
的
富
・
文
化
標
準
等
に
よ
り
て

著
し
く
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
就
中
、
雨
博
士
は
所
得
構
成

の
如
何
に
よ
り
て
頭
割
り
負
携
が
貫
際
の
負
捨
と
著
し
く
か
け

離
れ
た
結
果
を
示
す
揚
合
あ
る
を
あ
け
て
ゐ
る
は
吾
人
の
興
味

を
惹
く
。

今
甲
乙
二
つ
の
地
方
あ
わ
て
人
口
数
は
何
れ
も
一
寓
人
、
雌
百

業
牧
益
k
q
各
吉
高
馬
と
し
て
そ
の
牧
盆
の
配
分
を
失
の
如
し
ー
と

す
る
。
(
レ
ン
テ
ン
馬
)
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乙

額
と
い
ふ
結
論
に
な
る
。
然
る
に
何
れ
に
針
し
で
も
同
一
の
税

率
ぞ
趨
閉
し
た
の
で
甲
乙
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。
所
得
構
成
の

如
何
に
よ
り
て
人
口
割
。
比
率
は
賓
際
と
甚
し
く
臭
る
閥
係
を

一
不
す
一
の
例
設
で
あ
ゐ
。

向
・
}
の
外
租
税
の
貫
質
的
負
縫
冶
考
察
す
る
に
は
間
合
に
於

け
る
管
業
範
園
の
賓
定
が
比
較
的
に
手
緩
く
さ
れ

τゐ
ゐ
ニ
と

な
ど
も
注
意
す
d

く
.
夏
に
叉
、
租
税
の
使
用
(
ぐ
2
5
β
品口口町)

日
蹄
(
河
口
町
宮
、
廿
一
日
ロ
包
及
び
轄
蛾
等
の
諸
現
象
や
も
併
せ
計
量

す
る
。 宥
に
針
し
て
今
左
の
如
き
オ

l
Jア
ン
プ
ル
ヒ
の
税
率
ぞ
適
用

し
な

U
れ
ば
な
ら
お
。

凶口口
ll
二一口

，・圃，、

= JF五

/
O
尋

/
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O

F
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色

l
E
Mロ
ロ
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口
一
一
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一
一
声
包
l
l

国
口
口
一
口
、
白

5
8
|
人
口
昌
司
、
五
人
口
口
口
|
一
口
口
口
一
口
、
屯

z
g
l一
口
口
口
一
口
、

b
一
八
包
口
|
一
一
一
己
口
口
二
、
口

一一巳

CDi--DODg--=Egg--以
上
↑
一
J
一

回
同

8

1

5

呈
口
五

一5
8
1一一日
8

之
必
要
す
ゐ
仁
租
税
負
婚
の
比
較
法
と
し
て
人
口
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